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は
じ
め
に

　

拙
著
『
豊
田
市
中
央
図
書
館
の
江
戸
期
学
芸
書　

―
雅
楽
資
料
『
山
鳥
秘
要
抄
』
と
そ
の
周
辺
―
』

（
１
）

に
於
い
て
私
は
、
豊
田
市
中
央

図
書
館
貴
重
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
雅
楽
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
内
特
に
安
倍
季
良
撰
『
山
鳥
秘
要
抄
（
律
呂
）』

の
内
容
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
こ
れ
ら
雅
楽
資
料
が
挙こ

ろ
も母

藩
主
内
藤
家
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
特
に
第
四
代
藩
主
内
藤
政ま

さ

成な
り

が
こ
れ
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
論
じ
た
。
こ
れ
ら
の
雅
楽
資
料
は
い
ず
れ
も
写
本
で
あ
る
が
識
語
は
無
い
た
め
、
そ
の
書
写
者

や
旧
蔵
者
を
直
接
知
る
術
は
無
い
。
但
し
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
挙
母
市
立
図
書
館（

２
）が

内
藤
家
か
ら
書
物
を
受
領
し
た
際

の
記
録
、
小
栗
鉄
次
郎
編
『
挙
母
内
藤
家
蔵
書
目
録
』
に
こ
れ
ら
楽
書
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
他
の
楽
書
に
つ
い

て
も
同
様
に
内
藤
家
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い（

３
）。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
の
本
稿
の
任
務
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
こ
の
『
挙
母
内
藤
家
蔵
書
目
録
』（
以
下
「
小
栗
目
録
」
と
言
う
）

豊
田
市
中
央
図
書
館
所
蔵
の
挙
母
藩
主
内
藤
家
旧
蔵
書
に
つ
い
て

　
　
　
そ
の
受
領
の
際
の
記
録
を
め
ぐ
っ
て
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を
現
在
の
豊
田
市
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫
の
現
物
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
所
蔵
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
、
今
一
つ
は
『
小
栗
目
録
』
を
同

貴
重
書
庫
所
蔵
『
小
笠
原
古
伝
書
目
録
』
の
末
尾
に
添
付
さ
れ
た
「
追
記
」（
以
下
単
に
「
追
記
」
と
言
う
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
内

容
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
こ
の
「
追
記
」
に
つ
い
て
は
、『
豊
田
市
立
図
書
館
和
装
本
目
録（

４
）』（

以
下
「
和
装
本
目
録
」
と
言

う
）
に
於
い
て
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
を
小
栗
の
目
録
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
作
業
は
今
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
こ
れ
が
内
藤
家
か
ら
書
物
を
受
領
し
た
際
の
記
録
で
あ
り
、
し
か
も
内
藤
家
旧
蔵
書
の
目
録
に
直
接
添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

以
上
、
小
栗
の
目
録
と
こ
の
「
追
記
」
の
内
容
を
一
度
相
互
に
検
討
し
て
お
く
こ
と
も
、
市
立
図
書
館
の
挙
母
藩
旧
蔵
書
収
蔵
の
経
緯

を
知
る
上
で
意
味
の
無
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

一
、
小
栗
鉄
次
郎
編
『
挙
母
内
藤
家
蔵
書
目
録
』
所
載
の
書
物
の
収
蔵
状
況

　

こ
の
目
録
は
小
栗
鉄
次
郎
（
一
八
八
一
～
一
九
六
八
）
の
編
集
し
た
も
の
で
、
原
本
は
豊
田
市
郷
土
資
料
館
の
所
蔵
で
あ
る（

５
）。

小
栗

は
地
元
の
小
学
校
の
教
員
や
校
長
を
歴
任
し
、
愛
知
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
主
事
と
な
り
、
愛
知
県
在
職
中
か
ら
退
職
の
後

に
わ
た
っ
て
郷
土
の
歴
史
研
究
や
考
古
学
調
査
、
そ
し
て
文
化
財
調
査
・
保
護
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
特
に
挙
母
藩

主
内
藤
家
の
蔵
書
を
め
ぐ
っ
て
は
、
小
栗
が
当
時
の
内
藤
家
当
主
内
藤
政
光
（
一
八
九
一
～
一
九
六
一
）
と
学
術
的
な
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
内
藤
の
委
嘱
を
受
け
て
昭
和
三
十
年
代
に
内
藤
家
の
蔵
書
や
古
文
書
が
挙
母
市
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
る
際
に
、
そ
の

仲
介
や
連
絡
・
資
料
整
理
に
力
を
尽
く
し
た（

６
）。

こ
れ
は
ま
さ
に
こ
の
時
作
成
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の
『
小
栗
目
録
』
は
全
四
頁
か
ら
な
り
、冒
頭
に
「
内
藤
家
送
付
の
も
の
」「
昭
和
三
十
二
年
一
月
」
と
の
鉛
筆
書
き
が
あ
る
。

掲
載
さ
れ
た
書
物
に
は
１
か
ら
96
の
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
は
小
栗
に
よ
る
書
込
み
（
後
述
）
が
あ
る
。
内
容
的
に
は
武
道
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や
武
具
に
関
す
る
書
物
（『
和
装
本
目
録
』
の
11
「
兵
事
」、
及
び
12
「
故
実
」
の
２
「
武
家
故
実
」）
が
多
い
。

　
『
小
栗
目
録
』
所
載
の
楽
書
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
で
論
じ
た
。
次
に
確
認
す
べ
き
は
、
そ
の
他
こ
の
目
録
に
収
録
さ
れ
た
全
て
の

書
物
の
、現
在
の
豊
田
市
中
央
図
書
館
に
於
け
る
収
蔵
状
況
で
あ
る
。
こ
の
度『
小
栗
目
録
』と
図
書
館
蔵
書
の
照
合
が
完
了
し
た
の
で
、

以
下
や
や
煩
雑
と
な
る
が
、『
小
栗
目
録
』所
載
の
書
物
を『
和
装
本
目
録
』の
請
求
番
号
順
に
配
列
し
、そ
れ
ぞ
れ
小
栗
の
付
し
た
番
号
、

『
和
装
本
目
録
』
の
注
記
、
及
び
明
木
に
よ
る
補
足
を
添
え
て
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
補
足
の
欄
に
は
特
に
、
各
書
物
の
表
紙
に
貼
付

さ
れ
た
小
紙
片
（
以
下
「
付
箋
」
と
言
う
）
の
番
号
、
及
び
図
書
館
に
よ
り
捺
さ
れ
た
受
入
年
月
日
の
楕
円
形
ス
タ
ン
プ
（
以
下
「
ス

タ
ン
プ
」
と
言
う
）
に
つ
い
て
記
し
た
。
現
在
貴
重
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
書
物
に
は
、「
第
○
○
号
」
と
記
さ
れ
た
付
箋
が
表
紙

に
貼
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
番
号
は
基
本
的
に
『
小
栗
目
録
』
の
番
号
と
一
致
す
る
。『
小
栗
目
録
』
に
あ
り
な
が
ら
付

箋
の
無
い
書
物
も
あ
る
も
の
の
、
こ
の
付
箋
の
番
号
を
確
認
す
れ
ば
『
小
栗
目
録
』
に
あ
る
書
物
の
収
蔵
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、「
豊
田
市
立
図
書
館　

受
入
」
と
い
う
文
字
と
共
に
年
月
日
の
記
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
も
多
く
の
書
物
に

捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
内
藤
家
か
ら
受
領
し
た
書
物
が
図
書
館
に
正
式
に
登
録
さ
れ
た
時
期
が
確
認
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

凡
例

○
以
下
は
『
小
栗
目
録
』
所
載
の
書
物
を
、『
和
装
本
目
録
』
の
請
求
番
号
順
に
整
理
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。

○
各
書
物
は
『
小
栗
目
録
』
の
番
号
／
書
名
／
注
記
／
冊
数
、『
和
装
本
目
録
』
の
請
求
番
号
／
掲
載
頁
数
／
注
記
、
及
び
明
木
に
よ

る
補
足
か
ら
な
る
。

○
『
小
栗
目
録
』
に
記
さ
れ
た
書
物
に
「
漢
籍
」
は
無
く
、
全
て
「
国
書
」
で
あ
る
た
め
、
請
求
番
号
の
「
国
」
の
字
は
省
略
し
た
。

○
『
和
装
本
目
録
』
の
書
名
表
記
が
『
小
栗
目
録
』
と
一
致
す
る
場
合
は
、
書
名
を
除
く
『
和
装
本
目
録
』
の
注
記
を
記
し
た
。
一
致
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し
な
い
場
合
は
、『
和
装
本
目
録
』
所
載
の
書
名
表
記
を
含
め
て
記
載
し
て
あ
る
。

○
『
小
栗
目
録
』
末
尾
の
「
考
古
学
の
参
考
と
し
て
保
管
の
分
」
に
記
載
の
四
件
も
含
め
た
。

○
明
木
に
よ
る
補
足
に
は
、『
小
栗
目
録
』
の
番
号
の
付
箋
と
図
書
館
受
入
ス
タ
ン
プ
の
有
無
を
中
心
に
、
そ
の
他
細
か
な
事
柄
を
記

し
た
。

○
『
和
装
本
目
録
』
に
於
け
る
国
書
の
分
類
は
以
下
の
ご
と
し
。

１　

総
記　
　
　
　

１　

図
書

２　

宗
教　
　
　
　

１　

神
道
・
神
社

４　

歴
史
・
地
理　

２　

雑
史

６　

文
学　
　
　
　

７　

和
歌　
　
　
　
　

２　

歌
集

７　

芸
術　
　
　
　
３　

音
楽　
　
　
　
　

１　

雅
楽

11　

兵
事　
　
　
　

１　

兵
法

11　

兵
事　
　
　
　

２　

武
具

11　

兵
事　
　
　
　
３　

刀
剣

11　

兵
事　
　
　
　

５　

弓
術

11　

兵
事　
　
　
　

６　

馬
術

11　

兵
事　
　
　
　

７　

砲
術

12　

故
実　
　
　
　

１　

有
識
故
実
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12　

故
実　
　
　
　

２　

武
家
故
実　
　
　

１　

一
般

12　

故
実　
　
　
　

２　

武
家
故
実　
　
　
３　

犬
追
物

12　

故
実　
　
　
　

２　

武
家
故
実　
　
　

４　

笠
懸

12　

故
実　
　
　
　

２　

武
家
故
実　
　
　

５　

弓
道

小
栗
目
録

和
装
本
目
録

補
足

番
号

書
名

注
記

冊
数

請
求
番
号

頁
数

注
記

92

犬
追
物
部　

笠

懸
部

流
鏑
馬
部　

目

録

外
八
冊

九
冊

1

1

4

1

小
笠
原
古
伝
書
目
録　

原

合
綴
。
平
成
三
年
、
修
理

を
施
し
三
冊
と
な
す　

半

一
冊

1
‐
1
‐
4
『
犬
追
物
部　

笠
懸
部　

流
鏑
馬
部　

目
録
』
表
紙
に
「
第

九
三
」
の
付
箋
。
1
‐
1
‐
5
『
伊
勢

書
目
』、
1
‐
1
‐
6
『
小
笠
原
古
伝
書

目
録　

犬
追
物
之
部
』
に
付
箋
・
ス

タ
ン
プ
無
し
。
1
‐
1
‐
7
『
犬
追
物　

笠
懸
伝
書
目
録
』
は
小
栗
目
録
は
92

だ
が
現
物
の
付
箋
は
「
第
九
三
号
」。

小
栗
目
録
93
の
『
探
題
御
歌
合
』
に

は
付
箋
無
し
。『
探
題
御
歌
合
』
と
同

様
の
修
理
。

44

太
宰
府
天
満
宮

故
実

仮
表
紙
五
冊
2

1

12

5

十
巻　

貝
原
益
軒
（
篤
信
）

著　

寛
政
三
年
写
カ　

欠

巻
八　

存
半
九
綴

そ
の
弐
に
「
第
四
四
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
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1

慶
長
小
説
三
、

元
和
小
説
一
、

元
和
寛
永
小
説

一
、
寛
永
小
説

一

六
冊

4

2

9

23

明
治
写　

＊
寛
永
小
説
は

国
総
未
載　

半
六
綴

表
紙
に
「
第
一
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

93

探
題
御
歌
合

外
約
十
冊

仮
表
紙
十
一

冊

6

7

2

11

44

寛
政
十
二
年
三
月
写　

半

一
綴

付
箋
無
し
、34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ

り
。「
挙
母
市
立
図
書
館
」
印
と
「
豊

田
市
図
書
館
」
印
あ
り
。
裏
打
ち
修

理
。
こ
の
前
後
の
10
と
12
の
『
歌
合
』

も
同
様
の
修
理
で34.9.-1

の
ス
タ
ン

プ
あ
り
。

19

三
五
要
略
琵
琶

按
譜

上
中
下

三
冊

7

3

1

1

68

存
巻
一
－
十　

存
大
三
冊

上
冊
表
紙
に
「
第
一
九
号
」
の
付
箋
、

「
三
五
要
略
琵
琶
按
譜
」の
題
箋
あ
り
。

47

多
家
秘
譜

六
冊

7

3

1

3

68

十
冊　

江
戸
末
期
写　

＊
内
訳
は
次
の
通
り
。
順

不
詳　

大
十
冊　

詠
曲
幷

今
様
譜
、
風
俗
歌
秘
譜
、

神
楽
拍
子
伝
幷
久
止
拍
子

之
事
、
東
遊
諸
儛
歌
秘
譜

幷
和
琴
譜
、
大
嘗
会
風
俗

哥
儛
新
作
例
譜
幷
倭
儛
・

田
舞
・
同
歌
・
久
米
舞
等
譜
、

胡
飲
酒
儛
秘
譜
、
神
楽
譜
、

催
馬
楽
秘
譜
、
神
楽
笛
秘

譜
、
梁
塵
秘
抄

『
詠
曲
幷
今
様
譜
』
表
紙
に
「
多
家
秘

譜
」
の
題
箋
、「
第
四
七
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
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76

楽
譜

五
冊

7

3

1

69

『
琵
琶
譜
』
に
「
第
七
六
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
題
箋
無

し
。『
和
装
本
目
録
』
に
は
『
琵
琶
譜
』

と
あ
る
が
、
内
容
は
篳
篥
の
仮
名
譜
。

51

武
門
要
鑑
抄

仮
表
紙
四
冊
11

1

6

90

二
十
二
巻　

澤
崎
景

美
編
カ　

江
戸
後
期

写　

存
巻
一
・
三
－
十
・

十
三
・
十
六
・
十
八　

存
大

十
二
綴

表
紙
に
「
第
五
一
号
」
の
付
箋
。
裏

打
ち
修
理
。

31

古
兵
秘
聞
書

外
二
冊

三
冊

11

1

8

90

古
兵
秘
聞
書　

江
戸
末
期

写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
三
一
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

43

練
卒
訓
語

二
冊

11

1

9

91

八
巻　
（
和
）
総
督
監
卒　

藉
珀
子
著　

江
戸
末
期
写　

大
二
冊

表
紙
に
「
第
四
三
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

7

武
器
図
説

十
二
冊

11

2

5

91

伊
勢
貞
春
著　

江
戸
末
期

写　

＊
内
訳
は
次
の
通
り

（
順
不
詳
）　

首
巻
一
冊
・

甲
冑
類
三
冊
・
鞍
鐙
類
一

冊
・
剣
刀
類
一
冊
・
弓
箭

類
三
冊
・
旌
旗
類
一
冊
・

矛
槍
類
一
冊
・
雑
類
一
冊　

特
大
十
三
冊

表
紙
に
「
第
七
号
」
の
付
箋
。
11
‐
2

‐
5
『
武
器
図
説
』
は
『
和
装
本
目

録
』
の
記
す
と
お
り
十
三
冊
か
ら
な

る
。『
小
栗
目
録
』
7
に
は
「
十
二
冊
」

と
あ
る
が
、こ
れ
と
同
じ
も
の
か
。『
小

栗
目
録
』
に
は
同
名
42
『
武
器
図
説
』

も
あ
る
が
、「
剣
刀
類
、
外
三
冊　

仮

表
紙
四
冊
」
と
あ
り
、
こ
れ
と
は
別

の
書
物
か
。



 

八 

　 　 　75

58

雑
記
武
具
之
部

外
十
九
冊

二
十
冊

11

2

7

91

雑
記　

江
戸
後
期
写　

＊
内
訳
は
次
の
通
り
、（
一
）

武
具
之
部　
（
二
）
馬
具
之

部　
（
三
）
弓
矢
之
部

表
紙
に
「
第
五
八
号
」
の
付
箋
。

67

兵
具
雑
記

外
十
九
冊

二
十
冊

11

2

12

92

兵
具
雑
記
并
幕
星
咒　

江

戸
末
期
写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
六
七
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

26

兵
家
具
足
下
着

之
図

外　

彩
色
図

入

六
冊

11

2

15

92

江
戸
末
期
写　

＊
彩
色
図

の
み
、
文
章
な
し

表
紙
に
「
第
二
六
号
」
の
付
箋
。

57

矢
羽
文
考

外
十
二
冊

十
三
冊

11

2

31

93

伊
勢
貞
丈
著　

江
戸
末
期

写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
五
七
号
」
の
付
箋
。

74

伊
勢
鞍
鐙
由
来

記

外
十
九
冊

二
十
冊

11

2

39

93

伊
勢
貞
直
著　

江
戸
末
期

写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
七
四
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

22

刀
剣
問
答

外
十
一
冊

十
二
冊

11

3

8

94

伊
勢
貞
丈
著　

江
戸
末
期

写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
二
二
号
」
の
付
箋
。

14

美
人
草

上
下

二
冊

11

5

1

95

二
巻　

多
賀
高
忠
著　

安

永
九
年　

京　

循
古
堂
刊　

大
二
冊

表
紙
に
「
第
一
四
号
」
の
付
箋
。
11

‐
5
‐
2
『
美
人
草
』、
11
‐
5
‐
3
『
美

人
草
（
高
忠
聞
書
）』
お
よ
び
11
‐
5

‐
4
『「
異
本
美
人
草
（
異
本
高
忠
聞

書
）』
に34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

46

足
蹈　

各
口
伝

外
四
冊

五
冊

11

5

7

95

寛
政
十
一
年　

永
田
憲
章

よ
り
内
藤
政
峻
へ
の
伝
書　

蔵
印
「
衣
城
／
侯
印
」　

＊

「
藤
原
政
峻
」
の
自
署
あ
り　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
四
六
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。



 

九 

　 　 　74

71

的
之
事

外
九
冊

十
冊

11

5

13

96

江
戸
末
期
写
（
安
永
三
年　

伊
勢
貞
丈
書
写
本
奥
）

表
紙
に
「
第
七
一
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
同
名
書

11
‐
5
‐
12
『
的
之
事
』
は
付
箋
・
ス

タ
ン
プ
無
し
で
、『
和
装
本
目
録
』
に

は
「
天
保
十
年　

松
岡
行
義
写　

安

藤
右
治
（
貴
果
）
受　

蔵
印
「
安
」　

大
一
冊
」
と
あ
る
。
同
名
書
が
一
帙

に
収
め
て
あ
る
が
、
11
‐
5
‐
12
は
内

藤
家
由
来
で
は
な
い
か
。
11
‐
5
‐
13

の
み
内
藤
家
由
来
か
。
小
栗
目
録
の

「
外
九
冊
」
は
11
‐
5
‐
12
を
含
む
か
。

69

弓
材
削
秘
伝
書

外
十
九
冊

二
十
冊

11

5

15

96

武
田
信
豊
著　

天
保
十
年　

松
岡
行
義
写　

安
藤
右
治

（
貴
果
）
受　

蔵
印
「
安
」　

＊
「
上
巻
無
之
」
と
あ
り　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
六
九
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
。
同
帙
別
本
11

‐
5
‐
16
に
は
付
箋
・
ス
タ
ン
プ
な
し
。

55

吉
田
流
弓
材
之

書

外
十
六
冊

十
七
冊

11

5

17

96

天
保
十
年　

松
岡
行
義
写　

安
藤
右
治
（
貴
果
）
受　

蔵
印
「
安
」　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
五
五
号
」
の
付
箋
。

11

射
学
弓
張
月
注

書

三
冊

11

5

21

96

三
巻　

天
保
十
一
年　

高

木
正
朝
（
応
心
斎
）
写　

大
三
冊

表
紙
に
「
第
一
一
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

48

矢
数
射
手
姓
名

外

五
冊

11

5

24

96

矢
数
一
射
手
姓
名　

天
保

十
一
年　

高
木
正
朝
（
応

心
齋
）
写　

＊
内
容
、
慶

長
十
一
年
―
貞
享
三
年　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
四
八
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
帙
題
箋

『
矢
数
一
射
手
姓
名
』、表
紙
題
箋
『
矢

数
射
手
姓
名　

全
』、
本
文
冒
頭
『
矢

数
惣
一
射
手
姓
名
』
に
作
る
。
同
帙



 

一
〇 

　 　 　73

に
「
舞
楽
拍
子
合
」
一
枚
、「
振
鉾
」

二
枚
、
計
三
枚
の
雅
楽
曲
目
書
き
付

け
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

20

箙
之
考
外
七
冊

彩
色
図
絵
入
八
冊

11

5

29

97

箙
之
考　

小
寺
信
正
著　

江
戸
末
期
写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
二
〇
号
」
の
付
箋
、

39.11.27

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

35

奥
秘
箙
書

貞
丈
著　

外

二
冊

三
冊

11

5

35

97

伊
勢
貞
丈
著　

江
戸
末
期

写
（
宝
暦
十
二
年　

伊
勢

貞
丈
本
奥
）

11
‐
5
‐
35
の
表
紙
に
「
第
三
五

号
」
の
付
箋
、
お
よ
び34.9.-1

と

39.11.27

の
二
つ
の
ス
タ
ン
プ
あ

り
。
36
と
37
に39.11.27

の
ス
タ
ン

プ
あ
り
。

40

聞
書

外
二
冊

三
冊

11

5

40

97

江
戸
末
期
写　

大
一
冊

付
箋
・
ス
タ
ン
プ
無
し
。『
和
装
本
目

録
』3
頁
の
同
名
書
1
‐４
‐
4『
聞
書
』

に
「
江
戸
末
期
写　

蔵
印
「
□
賢
／

之
印
」
＊
前
項
（
3
『
雑
録
』
江
戸

末
期
写
を
指
す
。
明
木
注
）
と
同
じ

罫
紙
を
用
ふ　

大
一
冊
」
と
あ
る
。

10

弓
法　

私
書

上
下

二
冊

11

5

42

98

二
巻　

江
戸
末
期
写　

大

二
冊

表
紙
に
「
第
一
〇
号
」
の
付
箋
。

53

弓
礼
秘
伝
書

上
下

二
冊

11

5

43

98

小
笠
原
持
長
著　

江
戸
末

期
写
（
伊
勢
貞
丈
の
按
文

あ
り
）　

大
二
冊

表
紙
に
「
第
五
三
号
」
の
付
箋
。

5

座
右
記

一
上
、
一

下
、

二
、

三
四
、五
、六

七
冊

11

5

48

98

七
巻　

伊
勢
貞
丈
著　

江

戸
末
期
写　

欠
巻
五　

存

大
七
冊

『
一
上
』の
表
紙
に「
第
五
号
」の
付
箋
。

各
冊
に34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。



 

一
一 

　 　 　72

39

弓
矢
之
部
坤

外
四
冊

五
冊

11

5

75

99

弓
矢
之
部
二
巻　

江
戸
末

期
写　

乾
・
半
、
坤
・
大

二
冊

『
坤
』
の
表
紙
に
「
第
三
九
号
」
の
付

箋
。『
坤
』
に34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ

あ
り
。『
乾
』
は
付
箋
・
ス
タ
ン
プ
無

し
。
11
‐
5
‐
74
『
弓
之
部
』
に
「
挙

母
市
立
図
書
館
」
の
印
あ
り
。

28

鞭
諸
説
集

外
四
冊

五

11

6

14

100

江
戸
後
期
写　

蔵
印
「
安

賢
／
之
印
」　

半
一
冊

表
紙
に
「
第
二
八
号
」
の
付
箋
。

36

洋
外
礟
全
図

前
編
後
編

二
枚

11

7

4

101

洋
外
礮
具
全
図
二
巻　

鏑

木
昭
訳　

前
田
又
四
郎
画　

嘉
永
七
年　

又
新
堂
蔵
版
・

刊　

粘
葉
装　

特
大
二
帖

表
紙
に
「
第
三
六
号
」
の
付
箋
、
前

編
後
編
と
も
に34.9.-1

の
ス
タ
ン

プ
あ
り
。「
礟
」「
礮
」
と
も
に
「
砲
」

の
異
体
字
。

21

舶
砲
新
編

十
八
冊

11

7

6

101

舶
砲
新
編
十
一
巻
・
総
目

一
巻
・
凡
例
一
巻　
（
蘭
）

伊
炎
葛
爾
甸
（
カ
ル
テ
ン
）

著　

藤
井
三
郎
（
質
）
訳　

弘
化
四
年
凡
例　

写　

欠

巻
五　

存
大
十
九
冊

付
箋
・
ス
タ
ン
プ
無
し
。

50

水
干
口
伝

外
九
冊

仮
表
紙
十
冊
12

1

7

102

水
干
装
束
之
事
（
水
干
口

伝
）　

天
保
六
年　

常
樹
写

カ　

半
一
綴

表
紙
に
「
第
五
〇
号
」
の
付
箋
。

41

類
聚
儀
式

二
冊

12

1

64

106

二
巻　

松
岡
義
行
著　

江

戸
末
期
写　

大
二
冊

表
紙
に
「
第
四
一
号
」
の
付
箋
。『
観

馬
射
宴
』『
賭
弓
』
に34.9.-1

の
ス

タ
ン
プ
あ
り
。『
和
装
本
目
録
』
125
頁

に
同
名
書
12
‐
2
‐
5
‐
31『
類
聚
儀
式
』

（
大
射　

射
遺　

松
岡
行
義
著　

江
戸

末
期　

大
一
冊
）
あ
り
。



 

一
二 

　 　 　71

75

走
衆
故
実

外
十
五
冊

十
六
冊

12

1

67

106

江
戸
末
期
写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
七
五
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

34

鳴
弦
蟇
目
考

外
二
冊

三
冊

12

1

74

106

伊
勢
貞
丈
著　

江
戸
末
期

写　

蔵
印
「
関
氏
図
／
書

之
記
」　　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
三
四
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

17

撮
蕊
集

四
冊

12

2

1

1

107

四
巻　

江
戸
中
期
写　

＊

国
総
は
二
巻
一
冊
本
の
み

を
掲
ぐ　

大
四
冊

表
紙
に
「
第
一
七
号
」
の
付
箋
。

2

甲
冑
之
部　

天

地
人

三
冊

12

2

1

27

108

三
巻　

江
戸
後
期
写　

＊

紙
片
貼
合

表
紙
に
「
第
二
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
11
‐
2
‐

14
に
も
『
甲
冑
之
部
』
あ
り
。

18

義
貞
軍
記

貞
丈
著　

上

下

二
冊

12

2

1

30

109

二
巻　

江
戸
後
期
写　

蔵

印
「
伊
藤
氏
／
蔵
書
印
」　

大
二
冊

表
紙
に
「
第
一
八
号
」
の
付
箋
。

23

草
鹿

外
六
冊

七
冊

12

2

1

42

109

武
田
信
豊
著　

江
戸
末
期

写
（
弘
治
二
年　

信
豊
本

奥
）　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
二
三
号
」
の
付
箋
。

4

軍
礼
故
実
抄

上
中
下

三
冊

12

2

1

48

110

三
巻　

江
戸
後
期
写　
（
永

正
八
年　

小
八
木
忠
勝
書

写
本
奥
）　

大
三
冊

表
紙
に
「
第
四
号
」
の
付
箋
。

56

道
照
愚
草

外
十
一
冊

十
二
冊

12

2

1

61

111

伊
勢
貞
久
（
道
照
）
著　

江
戸
末
期
写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
五
六
号
」
の
付
箋
。



 

一
三 

　 　 　70

30

冬
草

外
四
冊

五
冊

12

2

1

81

112

四
季
草　

同
［
伊
勢
貞
丈

著
］　

冬
草　

同
［
江
戸

後
期
写
］　
（
同
［
安
永
］

七
年　

同
［
貞
丈
本
奥
］）　

同
［
蔵
印
「
安
斎
」］　

大

一
冊

表
紙
に
「
第
三
〇
号
」
の
付
箋
。『
四

季
草
』
と
し
て
一
帙
。

37

春
草

上
下

二
冊

12

2

1

81

112

四
季
草　

春
草
二
巻　

江

戸
後
期
写
（
安
永
五
年　

貞
丈
本
奥
）蔵
印「
安
齋
藤
」　

大
二
冊

表
紙
に
「
第
三
七
号
」
の
付
箋
。
次

項
と
合
わ
せ
て
『
四
季
草
』
と
し
て

一
帙
。

38

夏
草
序
秋
草
書

二
冊

12

2

1

81

112

夏
草
大
一
冊　

秋
草
三
巻

大
一
冊　

冬
草
大
一
冊

『
夏
草
序
』
表
紙
に
「
第
三
八
号
」
の

付
箋
、34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

『
秋
草
書
』
付
箋
無
し
、34.9.-1

の

ス
タ
ン
プ
あ
り
。
前
項
と
合
わ
せ
て

『
四
季
草
』
と
し
て
一
帙
。

72

流
鏑
馬
次
第

外
五
冊　

図

一
枚

七
冊

12

2

1

89

112

小
笠
原
持
長
著　

天
保
十

年　

松
岡
行
義
写　

安
藤

右
治
（
貴
果
）
受　

蔵
印

「
安
」　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
七
二
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
同
名
書

12
‐
2
‐
1
‐
90
『
流
鏑
馬
次
第
』（
江

戸
末
期
写　

永
享
八
年　

持
長
本
奥
）

は
付
箋
・
ス
タ
ン
プ
無
し
。

29

流
鏑
馬
々
場
之

図

外
四
枚

五
枚

12

2

1

99

113

江
戸
後
期
写　

蔵
印
「
安
」

＊
彩
色
図　

大
一
鋪

表
紙
に
「
第
二
九
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
同
名
書

12
‐
2
‐
1
‐
98
『
流
鏑
馬
々
場
之
図
』

（
江
戸
末
期
写　

同　

半
長
一
鋪
）
は

付
箋
無
し
、34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ

り
。
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8

小
笠
原
流　

馬

場
取
法
用

十
五
冊

12

2

1

101

113
〔
小
笠
原
流
稽
旧
書
〕
十
五

巻　

江
戸
末
期
写
（
安
永

三
年　

伊
勢
貞
丈
写
本

奥
）　

蔵
印
「
安
」　
（
一
）

馬
場
取
法
用
（
二
）
－

（
四
）
射
手
之
法
（
五
）
射

手
矢
集
（
六
）
射
手
詞
集

（
七
）
撿
見
喚
次
（
八
）
射

手
具
足
（
九
）
撿
見
装
束

（
十
）
弓
矢
部
集
（
十
一
）

鞢
行
騰
集
（
十
二
）
馬
具

集
（
十
三
）
撿
見
矢
沙
汰

（
十
四
）
犬
追
物
勝
負
名
目

（
十
五
）
日
記
集　

半
十
五

冊

第
一
冊
表
紙
に
「
第
八
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。（
一
）『
馬

場
取
法
用
』
を
筆
頭
に
そ
の
他
合
計

十
五
冊
か
。

9

犬
追
物
方
聞
書

抄

上
下

二
冊

12

2

3

7

116

二
巻　

伊
勢
宗
五
著　

江

戸
末
期
写　

大
二
冊

表
紙
に
「
第
九
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

62

見
鏡

外
五
冊

六
冊

12

2

3

23

117

犬
追
見
鏡
四
巻　

尼
子
長

綱
著　

江
戸
末
期
写
（
明

応
二
年　

尼
子
長
徳
書
写

本
奥
）［
見
鏡
は
こ
れ
か
？

＝
Ｏ
Ｋ
］

表
紙
に
「
第
六
二
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

13

類
鏡

貞
丈
著

三
冊

12

2

3

33

117

四
巻　

伊
勢
貞
丈
著　

江

戸
末
期
写　

欠
巻
四　

存

特
大
三
冊

表
紙
に
「
第
一
三
号
」
の
付
箋
。
表

紙
題
箋
は
『
類
鏡
』、
帙
題
箋
は
『
犬

追
物
類
鏡
』。
12
‐
2
‐
3
‐
33
・
34
・

35
同
帙
。
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15

犬
追
物
類
鏡

二
冊

12

2

3

34

117

同［
伊
勢
貞
丈
著
］　

同［
江

戸
末
期
写
］　

存
一
二　

存

大
二
冊

表
紙
に
「
第
一
五
号
」
の
付
箋
。
表

紙
題
箋
は
『
犬
追
物
類
鏡
』。
12
‐
2

‐
3
‐
33
・
34
・
35
同
帙
。

13

犬
追
物
類
鏡

貞
丈
著

三
冊

12

2

3

35

117

同［
伊
勢
貞
丈
著
］　

同［
江

戸
末
期
写
］　
（
延
享
元
年　

貞
丈
本
奥
）　

存
巻
四　

存

特
大
一
冊

付
箋
無
し
。
表
紙
題
箋
は
『
犬
追
物

類
鏡
』。
12
‐
2
‐
3
‐
33
・
34
・
35
同
帙
。

帙
題
箋
は
『
犬
追
物
類
鏡
』。
恐
ら
く

33
と
35
は
同
じ
本
の
続
き
（
第
一
三

号
）。
題
箋
が
類
鏡
・
犬
追
物
類
鏡
で

異
な
る
の
み
。
表
紙
題
箋
筆
跡
は
類

似
。

32

犬
追
物
図
説

外
一
冊

二
冊

12

2

3

36

118

伊
勢
貞
丈
編　

江
戸
末
期

写　

＊
彩
色
図
入　

大
一

冊

表
紙
に
「
第
三
二
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
同
名
書

12
‐
2
‐
3
‐
37
『
犬
追
物
図
説
』
は
ス

タ
ン
プ
無
し
。
双
方
同
一
の
書
物
の

写
本
。
36
に
黒
塗
り
あ
り
、
37
で
は

そ
の
場
所
空
白
。

60

犬
追
物
日
記

外
十
九
冊

二
十
冊

12

2

3

48

118

草
根
集　

小
笠
原
持
長（
浄

元
）
著　

江
戸
末
期
写
（
嘉

吉
元
年　

浄
元
本
奥
）　

大

一
冊

表
紙
に
「
第
六
〇
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。『
和
装

本
目
録
』
で
は
118
頁
に
同
名
書
10
冊

あ
り
。
12
‐
2
‐
3
‐
43
～
52
い
ず
れ
も

「
大
一
冊
」。
同
名
書
に
は34.9.-1

の

ス
タ
ン
プ
あ
る
も
の
あ
り
、『
小
栗
目

録
』
で
は
外
十
九
冊
と
あ
り
。

61

犬
追
物
記

外
二
十
冊

二
十
一
冊

12

2

3

60

119

犬
追
物
政
清
記
（
犬
追
物

記
）
小
笠
原
誠
清
著　

江

戸
末
期
写　

大
一
冊

付
箋
無
し
、34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ

り
。『
和
装
本
目
録
』
に
は
『
犬
追
物

政
清
記
（
犬
追
物
記
）』
と
あ
り　

。
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45

犬
追
物
秘
記

上
中
下

三
冊

12

2

3

69

119

犬
追
物
之
記
（
犬
追
物
秘

記
）
三
巻　

江
戸
末
期
写　

＊
表
紙
に
「
偽
書
也
」
と

あ
り　

半
三
冊

表
紙
に
「
第
四
五
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。『
和
装

本
目
録
』
に
は
『
犬
追
物
之
記
（
犬

追
物
秘
記
）』
と
あ
り
。

68

公
方
御
犬
之
記

外
十
九
冊

二
十
冊

12

2

3

89

121

公
方
御
犬
之
記
（
公
方
様

御
犬
の
時
犬
追
物
の
記
）

二
巻　

伊
勢
貞
丈
編　

江

戸
末
期
写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
六
八
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

59

吹
上
犬
追
物
記

外
十
九
冊

二
十
冊

12

2

3

92

121

吹
上
犬
追
物
之
記　

大
久

保
信
知
著　

江
戸
末
期
写　

＊
天
保
十
三
年
九
月
十
四

日
執
行　

半
一
綴

表
紙
に
「
第
五
九
号
」
の
付
箋
。

64

笠
懸
聞
書

外
十
二
冊

十
三
冊

12

2

4

3

121

小
笠
原
元
長
著　

江
戸
末

期
写
（
文
明
十
六
年　

元

長
本
奥
）
＊
題
箋
に
「
射

鏡
一
二
」
と
あ
り　

大
一

冊

付
箋
無
し
、34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ

り
。
同
名
書
12
‐
2
‐
4
‐
4
『
笠
懸
聞

書
』（
源
道
春
著　

江
戸
末
期
写
（
永

正
九
年　

道
春
本
奥
））
と
12
‐
2
‐
4

‐
5
『
笠
懸
聞
書
』（
二
巻　

小
倉
實

澄
著　

江
戸
末
期
写
）
あ
り
。
い
ず

れ
も
大
一
冊
。

78

雅
輔
装
束
抄

上
下　

笠
懸

全
記
一
冊

三
冊

12

2

4

8

121

笠
懸
全
記　

伊
勢
貞
丈
著　

江
戸
末
期
写
（
宝
暦
八

年　

貞
丈
本
奥
）　

＊
内
題

下
に
「
古
伝
記
類
聚
」
と

あ
り　
［
9　

同　

同　

同　

（
同　

）
蔵
印
「
松
岡
蔵
書

印
」　

＊
同
］

付
箋
無
し
。『
和
装
本
目
録
』に
は『
笠

懸
全
記
』
と
あ
り
。



 

一
七 

　 　 　66

63

笠
懸
礼
法

外
十
二
冊

十
三
冊

12

2

4

18

122

小
笠
原
持
長
著　

江
戸
末

期
写
（
永
享
八
年　

持
長

本
奥
）　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
六
三
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

24

遠
笠
懸
射
手
出

立
之
事　

笠
懸

秘
伝
書

三
冊

12

2

4

22

122

二
巻　

江
戸
末
期
写　

＊

題
箋
に
「
笠
懸
秘
伝
書
」、

巻
下
の
内
題
に
「
小
笠
懸

由
来
之
事
」
と
あ
り　

大

二
冊

表
紙
に
「
第
二
四
号
」
の
付
箋
。
同

帙
書
全
て
ス
タ
ン
プ
無
し
。
同
名
書

12
‐
2
‐
4
‐
23
『
遠
笠
懸
射
手
出
立
之

事
』（
大
二
冊
）
と
12
‐
2
‐
4
‐
24
『
遠

笠
懸
射
手
出
立
之
事
』（
江
戸
末
期
写
、

本
書
は
分
巻
せ
ず
一
巻
と
す　

大
一

冊
）
あ
り
。
題
箋
・
内
題
い
ず
れ
も

同
じ
。

3

射
御
秘
伝
書

一
巻
よ
り
八

巻
ま
で

八
巻
八
冊

12

2

5

13

124

八
巻　

多
賀
高
忠
著　

伊

勢
貞
丈
注　

江
戸
末
期
写

（
寛
政
六
年　

伊
勢
貞
春
書

写
本
奥
）　

大
八
冊

第
三
巻
の
表
紙
に「
第
三
号
」の
付
箋
、

各
冊
に34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

6

射
御
秘
伝
書

一
、
二
、
三
、

四
、五
、八

六
冊

12

2

5

14

124

同［
多
賀
高
忠
著
］　

同［
伊

勢
貞
丈
注
］　

同
［
江
戸
末

期
写
］　

＊
題
簽
に
「
武
田

本
」
と
あ
り　

存
巻
六
七　

存
大
六
冊

表
紙
に
「
第
六
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

70

騎
射
秘
抄
注

外
九
冊

十
冊

12

2

5

20

124

土
岐
某
注　

江
戸
末
期
写

（
安
永
七
年　

伊
勢
貞
丈
書

写
本
奥
）　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
七
〇
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

54

伊
勢
守
殿
弓
之

聞
書

外
十
二
冊

十
三
冊

12

2

5

35

125

天
保
九
年　

松
岡
行
義
写　

安
藤
右
治
（
貴
果
）
受　

蔵
印
「
安
」　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
五
四
号
」
の
付
箋
。
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65

伊
勢
守
殿
弓
之

聞
書

外
十
五
冊

十
六
冊

12

2

5

36

125

江
戸
末
期
写　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
六
五
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。

12

弓
馬　

武
田
信

豊

上
中
下

三
冊

12

2

5

51

126

弓
馬
三
巻　

武
田
信
豊
著　

江
戸
末
期
写
（
弘
治
二
年　

信
豊
本
奥
）

表
紙
に
「
第
一
二
号
」
の
付
箋
。

66

弓
馬
聞
書

外
十
二
冊

十
三
冊

12

2

5

55

126

同
［
堤
右
宗
著
］　

江
戸
末

期
写

表
紙
に
「
第
六
六
号
」
の
付
箋
、

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
同
名
書

12
‐
2
‐
5
‐
54
『
弓
馬
覚
書
』（
天
保

九
年　

松
岡
行
義
写　

安
藤
右
治（
貴

果
）
受　

蔵
印
「
安
」）
あ
り
。
ス
タ

ン
プ
無
し
。

27

弓
馬
之
故
実

伊
勢
貞
順　

上
下

二
冊

12

2

5

58
126

弓
馬
故
実
三
巻　

伊
勢
貞

順
著　

江
戸
末
期
写　

大

三
冊

表
紙
に
「
第
二
七
号
」
の
付
箋
、
上

中
下
の
内
の
「
中
」
冊
に34.9.-1

の

ス
タ
ン
プ
あ
り
。
同
帙
に
上
中
下
三

冊
あ
り
。『
小
栗
目
録
』
は
「
上
下
二

冊
」
と
す
る
。

25

矢
開
之
事

外
十
五
冊　

図
四
枚

十
九

12

2

5

71
127

矢
開
事　

小
笠
原
元
長

伝　

天
保
十
年　

松
岡
行

義
写　

安
藤
右
治
（
貴
果
）

受　

蔵
印
「
安
」　

大
一
冊

表
紙
に
「
第
二
五
号
」
の
付
箋
。
同

帙
12
‐
2
‐
5
‐
72
『
矢
開
事
』
に

34.9.-1

の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。



 

一
九 

　 　 　64

考
古
学
の
参
考
と
し
て
保
管
の
分

1

兵
器
雑
考

一
、二

二
冊

11

2

6
91

巻
一
・
二　

寺
井
肇
著　

江

戸
末
期
写　

大
二
冊

4

武
者
器
制

一
冊

12

2

1

65
111

武
射
器
制　

土
井
利
往
著　

江
戸
末
期
写
（
寛
政
七
年　

利
往
本
奥
）　

大
一
冊

『
小
栗
目
録
』
に
は
『
武
者
器
制
』
と

あ
る
が
、
お
そ
ら
く
『
武
射
器
制
』

の
誤
り
。

　

以
下
は
、『
小
栗
目
録
』
に
は
番
号
と
名
前
が
あ
る
も
の
の
、
同
一
の
書
名
を
有
す
る
書
物
を
現
在
の
書
庫
に
見
出
せ
な
か
っ
た
も

の
の
一
覧
で
あ
る
。

小
栗
目
録

補
足

番
号

書
名

注
記

冊
数

16

軍
器
考
補
正

天
地
人

三
冊

33

管
礼
集

外
四
冊

五
冊

42

武
器
図
説

剣
刀
類　

外
三
冊

仮
表
紙
四
冊

11
‐
2
‐
5
『
武
器
図
説
』（『
小
栗
目
録
』
は
7
）
が
あ
る
が
、
こ
れ

と
は
別
の
書
物
か
。
他
に
同
名
書
は
見
当
た
ら
な
い
。

49

南
都
堂
射
一
件　

京
師
堂
射
一
件

二
袋

52

御
召
御
関
船

外
二
冊

仮
表
紙
三
冊

73

口
伝
日
記

外
九
冊

十
冊

77

内
藤
惣
系
并
庶
流
図

一
枚

79

御
本
丸
勤
方

三
冊
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80

上
使
留

八
冊

81

曲
詣
自
饌

四
冊

82

席
図

一
冊

83

拝
謁
周
旋

一
冊

84

御
奏
者
番
系
図

一
冊

85

太
刀
目
録
畳
目

一
冊

86

御
白
書
院　

御
黒
書
院　

太
刀
并

披
露
畳
目

一
冊

87

御
披
露
に
関
す
る
記
録

九
綴

88

御
黒
書
院　

御
白
書
院　

進
上
御

刀
畳
目
置
所

一
折

89

内
藤
能
登
守
系
譜

一
巻

90

三
十
六
斤
地
礟
弾　

云
々

一
巻

91

甲
冑
図　

始
欠

一
巻

94

内
藤
家
訓

外
九
冊

十
冊

95

貞
丈
翁
著
述
書
大
概　

弓
馬
武
器

其
外
御
見
合
相
成
可
書
大
概　

馬

上
三
物
書
大
概

外

三
十
三
冊

96

雑
書

一
束
約
十
冊
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考
古
学
の
参
考
と
し
て
保
管
の
分

2

讃
岐
集
古
兵
器
図
証

三
冊

3

肥
後
国
集
古
兵
器
図
証

二
冊

　
『
小
栗
目
録
』
の
末
尾
、「
96　

雑
書　

一
束
約
十
冊
」
と
あ
る
次
の
段
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
書
込
が
あ
る
。

　

以
上
合
計
七
百
十
三
冊
、
一
月
三
十
日
図
書
館
へ
寄
贈
し
た
る
も
の
で
、
全
部
写
本
で
、
其
大
部
分
が
美
濃
紙
大
の
大
本
で
あ
る
。

　
　

其
外
に
一
月
八
日
に
図
書
館
へ
寄
贈
し
た
日
記
類

　
　
　
　

日
記
、
留
（
師
範
留
、
伝
達
留
、
師
範
伝
達
留
）

　

美
濃
紙
四
折
綴
帳
の
分

　
　
　
　

 

留　

十
七
冊

　
　
　
　

 

日
記　

十
四
冊

　

縦
長
折
本
の
分

　
　
　
　

 

留
及
日
記
七
百
六
十
七
冊

　

合
計
七
百
九
十
八
冊

小
栗
の
冊
数
注
記
に
は
冊
・
巻
・
枚
・
折
・
袋
・
綴
な
ど
異
な
る
単
位
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
一
旦
無
視
し
て
記
さ
れ
た
数

字
の
み
を
合
計
す
る
と
七
百
十
二
と
な
る
の
で
、小
栗
の「
以
上
合
計
七
百
十
三
冊
」と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。「
約
何
冊
」と
い
う
表
記
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
誤
差
は
や
む
を
得
ま
い
。
書
物
以
外
の
文
書
に
相
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
中
央
図
書
館
で
は
な
く
郷
土

資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
追
っ
て
調
査
し
た
い
。
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ま
た
続
く
４
頁
の
１
段
目
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

考
古
学
の
参
考
と
し
て
保
管
の
分

１　

兵
器
雑
考
一
・
二　
　
　

二
冊

２　

讃
岐
集
古
兵
器
図
証　
　

三
冊

３　

肥
後
国
集
古
兵
器
図
証　

二
冊

４　

武
者
器
制　
　
　
　
　
　

一
冊

　
　
　

 

計
八
冊

　

１
の
『
兵
器
雑
考
』
は
『
和
装
本
目
録
』
91
頁
記
載
の
11
‐２
‐６
『
兵
器
雑
考
』
巻
一
・
二
（
寺
井
肇
著　

江
戸
末
期
写　

大
二
冊
）

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
右
の
一
覧
に
記
載
し
た
。
４
の
『
武
者0

器
制
』
に
つ
い
て
は
、『
和
装
本
目
録
』
111
頁
掲
載
の
12
‐２
‐１
‐
65

『
武
射0

器
制
』（
土
井
利
往
著　

江
戸
末
期
写
（
寛
政
七
年　

利
往
本
奥
）
大
一
冊
）
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
右
の
一
覧

に
記
載
し
た
（「
者
」
は
恐
ら
く
誤
記
）。
２
と
３
に
つ
い
て
は
『
和
装
本
目
録
』
に
未
見
で
あ
る
。

　

以
上
の
調
査
よ
り
、『
小
栗
目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
書
物
の
大
半
は
確
か
に
現
在
の
中
央
図
書
館
貴
著
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
一
部
書
庫
内
に
未
見
の
も
の
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
書
物
が
失
わ
れ
た
の
か
、
も
し
く
は
小
栗
の
書
名
の
採
り
方
が

現
在
の
『
和
装
本
目
録
』
と
異
な
る
た
め
検
索
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

図
書
館
の
ス
タ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
一
日
の
も
の
で
あ
る
。『
小
栗
目
録
』

内
で
は
小
栗
目
録
番
号
20
の
『
箙
之
考
外
』
及
び
35
の
『
奥
秘
箙
書
』
の
二
件
計
四
冊
の
み
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
十
一
月

二
十
七
日
の
ス
タ
ン
プ
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
詳
細
に
は
、

11
‐５
‐
29
『
箙
之
考
外
』
昭
和
39
年
11
月
27
日
の
ス
タ
ン
プ　
「
第
二
〇
号
」
の
付
箋
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11
‐５
‐
35
『
奥
秘
箙
書
』
昭
和
39
年
11
月
27
日
と
昭
和
34
年
９
月
１
日
の
ス
タ
ン
プ　
「
第
三
五
号
」
の
付
箋

11
‐５
‐
36
『
奥
秘
箙
書
』
昭
和
39
年
11
月
27
日
の
ス
タ
ン
プ

11
‐５
‐
37
『
奥
秘
箙
書
』
昭
和
39
年
11
月
27
日
の
ス
タ
ン
プ

つ
ま
り
、
三
冊
あ
る
『
奥
秘
箙
書
』
に
は
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
り
、
そ
の
内
付
箋
の
貼
付
の
あ
る
一
冊

に
は
昭
和
三
十
四
年
九
月
一
日
の
ス
タ
ン
プ
も
並
ん
で
捺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
同
名
書
が
三
冊
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、
既
に
受
入
が
行
わ
れ
た
一
冊
に
新
た
に
三
冊
を
加
え
て
、
昭
和
三
十
九
年
に
再
度
受
入
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
『
小
栗
目
録
』
に
は
掲
載
の
無
い
雅
楽
理
論
書
７
‐
３
‐
１
‐
９
『
山
鳥
秘
要
抄
（
律
呂
）』
に
も
昭
和
三
九
年
十
一
月

二
十
七
日
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
。
つ
ま
り
内
藤
家
か
ら
市
が
受
領
し
た
旧
蔵
書
は
、
基
本
的
に
は
昭
和
三
十
四
年
に
図
書
館
へ
の
受
入

が
完
了
し
、
何
ら
か
の
理
由
で
昭
和
三
十
九
年
に
な
っ
て
何
冊
か
の
受
入
が
行
わ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る（

７
）。『

箙
之
考
外
』

と
『
奥
秘
箙
書
』
と
一
緒
に
収
蔵
さ
れ
た
『
律
呂
』
も
内
藤
家
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
根
拠
で
あ
る（

８
）。

二
、『
小
笠
原
古
伝
書
目
録
』
末
尾
の
「
追
記
」
に
つ
い
て

　

さ
て
、
右
の
『
小
栗
目
録
』
を
補
い
、
内
藤
家
か
ら
市
立
図
書
館
へ
の
書
物
の
譲
渡
の
状
況
を
知
る
た
め
の
今
一
つ
の
資
料
が
、
右

の
一
覧
表
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
『
小
笠
原
古
伝
書
目
録
』
の
末
尾
に
加
え
ら
れ
て
い
る
「
追
記
」
で
あ
る
。『
和
装
本
目
録
』
の
一
「
総

記
」
一
「
図
書
」
の
四
か
ら
七
ま
で
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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四　

犬
追
物
部　
笠
懸
部　

流
鏑
馬
部
目
録　

江
戸
末
期
写

 

半
一
冊

五　

伊
勢
書
目　
藤
原
忠
憲
編　

江
戸
末
期
写

原
合
綴
。
平
成
三
年
、
修
理
を
施
し
三
冊
と
な
す

半
一
冊

六　

小
笠
原
古
伝
書
目
録　
犬
追
物
之
部　

江
戸
末
期
写

半
一
冊

　
　
　
　
　

＊
昭
和
三
十
二
年
、
内
藤
家
よ
り
受
領
時
の
追
記
あ
り
（
本
七
百
三
十
冊
・
図
三
百
五
十
一
・
日
記
二
百
四
十
五
）

七　
〔
犬
追
物
　
笠
懸
伝
書
目
録
〕　

江
戸
末
期
写 

半
一
冊

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
四
～
六
は
平
成
三
年
の
修
理
の
前
ま
で
は
一
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
。
問
題
の
追
記
は
昭
和
三
十
二
年
（
原

文
に
は
西
暦
で
一
九
五
七
年
と
あ
る
）
の
も
の
な
の
で
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
合
冊
の
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
追
記
」
は
合
冊
本
の

末
尾
に
添
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
書
き
方
か
ら
し
て
四
～
七
は
一
組
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
～
七
に
は
か
な
り
多

数
の
書
込
み
や
見
せ
消
ち
が
あ
り
、
○
や
△
の
記
号
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
挙
母
藩
の
時
代
か
ら
こ
れ
を
用
い
て
何
度

も
蔵
書
の
点
検
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
追
記
の
翻
刻
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

追
記

　

四
冊
の
目
録

こ
の
目
録
は
整
理
の
際
に
出
た
も
の
で

参
考
と
し
て
保
存
す
る
も
の
な
り
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こ
の
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
無
い
も
の
が
多
く

一
部
受
取
り
た
る
も
の
な
り

受
領
い
た
し
た
る
も
の
は
複
写
し
て

一
先
市
に
整
理
し
て
あ
り

受
領
の
際
の
立
会
者
は
左
記
三
氏

渡
邊
釟
吉

小
栗
鉄
次
郎

黒
部
三
三

図
書
館
長
近
藤
三
七
三
照
合
の
上

教
育
委
員
会
の
名
に
於
て
受
領
せ
り

一
九
五
七
年
二
月
十
四
日

市
長
長
坂
貞
一
氏
よ
り

謝
礼
金
十
五
万
円
也
支
払
う

代
理
人
小
栗
鉄
次
郎
氏
は

内
藤
政
光
氏
に
送
金
手
配

こ
の
時
の
立
会
者

渡
邊
釟
吉

黒
部
三
三
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図
書
館
長
三
七
三
そ
の
報
告

を
受
け
教
育
委
員
会
に
連
絡

無
事
受
領
完
了
せ
り

内
藤
氏
へ
は
礼
状
を
発
送
す

教
委
、
市
長
、
館
長
、
三
通

目
録
作
成
に
つ
い
て
は

Ｎ
Ｄ
Ｃ
十
進
分
類
法
に
よ
り

二
月
十
三
日
よ
り
実
施
せ
り

右
は
左
記
責
任
に
於
て

市
長　

長
坂
貞
一

教
育
長　

藤
井
栄

教
育
委
員
長　

塚
本
藤
重

教
育
委
員　
　

伊
藤
和
三
郎

鈴
木
仁

成
瀬
三
千
代

市
立
図
書
館
長　

近
藤
三
七
三

受
領
合
計
冊
数

本
七
二
〇
冊
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図
三
五
一

日
記
二
四
五

一
三
一
六

　

こ
こ
に
出
て
く
る
長
坂
貞
一
は
第
三
代
挙
母
・
豊
田
市
長
（
在
任
一
九
五
六
～
一
九
六
四
年
。
一
九
五
九
年
に
市
名
を
挙
母
か
ら
豊

田
に
変
更
）、ま
た
渡
邊
釟は

つ

吉き
ち

は
初
代
挙
母
町
長
・
挙
母
市
長
（
在
任
一
九
四
六
～
一
九
五
五
年
。
一
九
五
一
年
に
市
制
施
行
）
で
あ
る
。

黒
部
三さ

ん

三ぞ
う

は
、
小
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
地
元
の
教
育
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
黒
部
善ぜ

ん

哉や

の
息
子
で
、
小
栗
の
義
理
の
兄
弟
で
も
あ

る
（
小
栗
の
妻
千
鶴
は
黒
部
善
哉
の
娘
。
ち
な
み
に
黒
部
家
は
挙
母
藩
の
重
臣
で
あ
っ
た
）。
な
お
原
文
で
は
当
時
の
図
書
館
長
近
藤

三み

七な

三ぞ
う

及
び
当
時
の
教
育
長
・
教
育
委
員
長
・
教
育
委
員
の
氏
名
に
若
干
文
字
の
不
鮮
明
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
豊
田
市
の
資
料
で

確
認
済
み
で
あ
る（

９
）。

　

冒
頭
の
「
四
冊
」
と
は
、
右
の
『
和
装
本
目
録
』
の
四
～
七
を
指
す
。「
こ
の
目
録
は
整
理
の
際
に
出
た
も
の
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
当
時
の
内
藤
家
当
主
の
内
藤
政
光
が
、
挙
母
に
あ
っ
た
倉
庫
整
理
に
つ
い
て
任
せ
た
旨
の
「
委
嘱
書
」（
昭
和
三
十
一
年
五
月

二
十
六
日
付
）
を
小
栗
に
出
し
、
こ
れ
に
よ
り
小
栗
が
行
っ
た
一
連
の
蔵
書
整
理
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
こ
の
書
か
れ
て
い
る

も
の
は
無
い
も
の
が
多
く
」
と
あ
る
が
、
現
在
確
か
め
た
と
こ
ろ
で
も
、
こ
れ
ら
目
録
に
所
載
の
書
物
に
は
書
庫
に
所
蔵
の
無
い
も
の

が
多
い
。
四
冊
の
目
録
の
内
「
受
領
い
た
し
た
る
も
の
」
に
つ
い
て
は
「
複
写
し
て
一ひ

と

先ま
ず

市
に
整
理
」
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
目
録
こ

そ
右
の
『
小
栗
目
録
』
あ
る
い
は
そ
の
予
備
や
下
書
き
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
貴
重
書
庫
の
蔵
書
の
、
表
紙
に
貼
付
さ
れ
た
付

箋
の
番
号
が
『
小
栗
目
録
』
の
番
号
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
小
栗
目
録
』
に
は
「
内
藤
家
送
付
の
も
の
」
と
書
い
て
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
市
が
内
藤
家
か
ら
受
領
し
た
書
物
の
正
式
な
目
録
に
、
一
旦
は
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
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続
い
て
十
五
万
円
の
謝
礼
金
が
市
か
ら
内
藤
家
へ
支
払
わ
れ
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
「
目
録
作
成
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
十
進

分
類
法
に
よ
り
二
月
十
三
日
よ
り
実
施
せ
り
」と
あ
る
。『
小
栗
目
録
』を
見
る
に
、そ
の
配
列
は
十
進
分
類
法
に
は
全
く
な
っ
て
い
な
い
。

し
て
み
れ
ば
、
こ
こ
に
言
う
「
目
録
作
成
」
と
は
『
小
栗
目
録
』
の
こ
と
で
は
な
く
、
新
た
に
図
書
館
に
て
作
成
さ
れ
た
も
の
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
作
ら
れ
た
十
進
分
類
に
よ
る
内
藤
家
旧
蔵
書
目
録
の
実
物
は
未
見
で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
れ
は
現
在
の
『
和

装
本
目
録
』
の
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
冊
数
と
し
て
は
こ
の
時
点
の
内
藤
家
旧
蔵
書
は
『
和
装
本

目
録
』
収
録
の
書
物
の
極
一
部
で
あ
る
。
冊
数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
追
記
」
に
は
、

七
二
〇
冊　
　

図
三
五
一　
　

日
記
二
四
五　
　

計
一
三
一
六

と
あ
る
。
一
方
『
小
栗
目
録
』
に
よ
れ
ば
、

七
一
三
冊　

留
一
七
冊　

日
記
一
四
冊　

縦
長
折
本
七
六
七
冊　

計
一
五
一
一
冊

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
豊
田
市
の
教
育
』（
前
掲
）
に
は
、

　
　

昭
和
三
十
年
…
…
（
中
略
）
…
…
八
月
藩
蔵
書
（
挙
母
藩
主
内
藤
政
光
氏
）
の
一
括
寄
贈
（
三
二
〇
〇
冊
）
を
受
け
、
…
…

と
あ
る
。『
小
栗
目
録
』
は
和
書
の
み
で
漢
籍
を
含
ま
な
い
。『
豊
田
市
の
教
育
』
が
挙
げ
る
数
字
は
漢
籍
そ
の
他
文
書
等
を
含
ん
だ
数

字
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
書
物
の
数
え
方
に
よ
る
誤
差
は
あ
る
が
、『
小
栗
目
録
』
と
「
追
記
」
の
挙
げ
る
書
物
七
百
冊
余
、
と
い
う

の
が
こ
の
時
市
が
受
領
し
た
挙
母
藩
旧
蔵
和
書
の
実
情
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
中
央
図
書
館
の
挙
母
藩
旧
蔵
書
受
領
の
経
緯
を
示
す
『
小
栗
目
録
』
と
『
小
笠
原
古
伝
書
目
録
』「
追
記
」
を
照
ら
し
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
三
十
二
年
の
時
点
で
図
書
館
が
受
入
れ
た
和
書
が
七
百
余
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
さ
ら
に
「
追

記
」
の
記
述
に
『
小
栗
目
録
』
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、こ
れ
に
関
係
し
た
人
々
の
名
と
蔵
書
受
領
の
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。『
小
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栗
目
録
』
と
現
在
の
中
央
図
書
館
の
蔵
書
を
照
合
す
る
過
程
で
、
こ
れ
ら
の
書
物
に
興
味
深
い
事
柄
が
幾
つ
か
見
つ
か
っ
た
。
特
に
、

『
和
装
本
目
録
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
矢
数
射
手
姓
名
』
の
帙
に
一
緒
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
音
楽
関
連
の

資
料
を
見
出
し
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は『
山
鳥
秘
要
抄（
律
呂
）』の
撰
者
安
倍
季
良
の
名
前
が
見
え
て
興
味
深
い
。『
小

栗
目
録
』
に
は
『
矢
数
射
手
姓
名 

外
』
と
あ
る
の
で
、
こ
の
「
外
」
が
こ
の
資
料
を
指
す
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
『
小
栗
目
録
』

で
は
47
が
『
多
家
秘
譜
』
で
、
続
く
48
に
こ
の
『
矢
数
射
手
姓
名
』
が
あ
る
の
で
、
元
々
『
多
家
秘
譜
』
と
並
ん
で
配
架
さ
れ
て
い
た

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）
明
木
茂
夫
編
著
『
豊
田
市
中
央
図
書
館
の
江
戸
期
学
芸
書　

―
雅
楽
資
料
『
山
鳥
秘
要
抄
』
と
そ
の
周
辺
―
』（
共
著
）
中
京

大
学
先
端
共
同
研
究
機
構
文
化
科
学
研
究
所
叢
書
23
、
汲
古
書
院
二
〇
二
二
。

（
２
）
挙
母
市
か
ら
豊
田
市
に
変
更
さ
れ
た
の
が
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
な
の
で
、
当
時
は
挙
母
市
立
図
書
館
で
あ
る
。
ち
な

み
に
当
時
の
図
書
館
は
喜
多
町
の
旧
愛
知
県
蚕
業
取
締
所
第
九
支
所
（
後
の
「
近
代
の
産
業
と
く
ら
し
発
見
館
」、
二
〇
二
三
年

三
月
閉
館
）
に
あ
っ
た
。

（
３
）詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
書
所
収
、拙
論「
豊
田
市
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫
所
蔵
の
江
戸
期
楽
書　

―
特
に『
律
呂
』（
山
鳥
秘
要
抄
）

を
め
ぐ
っ
て
―
」、
五
「
小
栗
鉄
次
郎
編
『
挙
母
内
藤
家
蔵
書
目
録
』
に
記
さ
れ
た
楽
書
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
太
田
正
弘
編
『
豊
田
市
立
図
書
館
和
装
本
目
録
』
豊
田
市
立
図
書
館
、
一
九
九
二
。

（
５
）
現
在
豊
田
市
は
新
た
な
博
物
館
を
建
設
中
で
あ
る
。
完
成
後
は
そ
ち
ら
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
６
）
な
お
、
小
栗
鉄
次
郎
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
豊
田
市
郷
土
資
料
館
編
『
小
栗
家
民
具
調
査
報
告
書　

小
栗
鉄
次
郎
・
生
家　

そ
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の
暮
ら
し
の
道
具
た
ち
』（
豊
田
市
二
〇
二
一
）
所
収
【
付
編
１
】、
豊
田
市
文
化
財
担
当
専
門
監
森
泰
通
氏
の
「
小
栗
鉄
次
郎
が

残
し
た
も
の
」
に
詳
し
い
。
ま
た
前
掲
拙
著
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
楽
書
の
内
、
内
藤
家
由
来
で
は
な
い
７
‐３
‐
１
‐
５
『
琴
琵
琶
之
書
』（「
池
田
貫
一
氏
寄
贈
」
と
あ
る
）
に
は
昭
和
三
十
六
年

十
一
月
一
日
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
。

（
８
）
前
掲
拙
著
36
～
37
頁
参
照
。

（
９
）
図
書
館
長
名
は
豊
田
市
図
書
館
管
理
課
の
資
料
に
よ
り
、
教
育
委
員
名
は
『
豊
田
市
教
育
委
員
会
30
周
年
記
念　

豊
田
市
の
教

育
』（
豊
田
市
教
育
委
員
会
一
九
八
二
）
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
。

本
稿
の
作
成
に
際
し
て
は
豊
田
市
生
涯
活
躍
部
専
門
監
（
文
化
財
担
当
）
森
泰
通
氏
、
同
市
市
史
編
纂
室
伊
藤
智
子
氏
に
多
く
の
ご
教

示
を
賜
っ
た
。
ま
た
豊
田
市
役
所
教
育
政
策
課
、
図
書
館
管
理
課
の
各
位
に
も
お
忙
し
い
中
多
大
な
ご
助
力
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。


